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京浜急行電鉄株式会社（本社：横浜市西区、取締役社長：川俣 幸宏、以下 京急電鉄）は、京急グルー

プ総合経営計画（沿線価値共創戦略）に基づく京急沿線エリアマネジメント構想「newcal（ニューカル）

プロジェクト」における 2025 年度目標値（KPI：重要業績評価指標）について、MaaS（Mobility as a 

Service）、モビリティ実績を中心に、３か年計画達成に向け大幅に伸長したことをお知らせいたします。 

これは、地域住民や事業者、自治体など多様な主体との共創を通じて、沿線価値の最大化を目指す

newcal プロジェクトの取り組みが着実に成果を上げていることを示すもので、2026 年度末を期限とする

第 20 次総合経営計画における目標達成に向けて順調に前進しています。 

【2025 年度 主要 KPI の進捗状況】 

分野 KPI 項目 
前年度実績 

（2024年度末） 
今期実績 

（2025年度末） 
３か年目標 

（2026年度末） 

MaaS整備 

MaaSを通じた予約・決済客
数（年間） 

実績:190,858人 
実績:231,473人 
【前年比 121%】 

300,000人 

MaaS登録会員数 実績:242,337人 
実績:389,209 人 
【前年比 161%】 

600,000人 

モビリティ 
整備 

整備したシェアモビリティ
ポート数（累計） 

実績:136ポート 
実績:188ポート 
【前年比 138%】 

200ポート 

地域拠点/ 
地域事業整備 

地域連携で整備した拠点や
事業数（累計） 

実績:20拠点 
実績:26拠点 

【前年比 130%】 
30拠点/事業 

組織化 
エリアマネジメント組織
（newcal ファミリー）参加団体数 

実績:375団体 
実績:366団体 
【前年比 98%】 

400団体 

 

【トピックス】三浦半島の観光に Z世代を含む若年層の新しい波 

・MaaS サイト「newcal」では、20代以下の会員が年代別最多の約 14万人（2026 年３月末時点） 

・デジタル版おトクなきっぷ利用者のうち 47％が 20 代以下（みさきまぐろきっぷ、よこすか満

喫きっぷ、葉山女子旅きっぷ） 

海辺のカフェや古民家を活用した宿泊、地域ならではの体験コンテンツなど、受け継がれてき

た「変わらない価値」を新しい世代の感性が再発見する動きが、まちの新たなにぎわいと再生の

好循環を生み出しつつあります。 

京急グループは、今後も newcalプロジェクトにおける４つの共創活動を通じ、地域課題の解決に取

り組むことで、沿線価値共創戦略における地域と共創する統合サービス「EaaS（イアース、ENSEN as a 

Service）」の実現に取り組んでまいります。詳細は別紙のとおりです。 

 

 

MaaS サイト登録会員数が前年から 1.6倍の 39万人/年間予約・決済客数は約 23万人を達成 



別 紙  

newcal プロジェクト「４つの共創活動」ＫＰＩ達成状況の詳細 

京急沿線エリアマネジメント構想「newcal（ニューカル）プロジェクト」における 2025年度目標値（KPI：

重要業績評価指標）について、MaaS（Mobility as a Service）、モビリティ実績を中心に、３か年計画達

成に向け大幅に伸長し、2026 年度末を期限とする第 20 次総合経営計画における目標達成に向けて順調に

前進しています。 

 

１．MaaS 会員の年代別構成 

MaaS サイト「newcal」の会員の年代別構成では 20 代以下が最多の約 14万人と全体の 35%を占めてお

り、うち約 67％（約９万人）が女性です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．デジタル版おトクなきっぷ利用状況 

2025 年度にデジタル版おトクなきっぷ（みさきまぐろきっぷ、よこすか満喫きっぷ、葉山女子旅きっ

ぷ）を利用した三浦半島訪問客のうち 47%が 20代以下となるなど、三浦半島観光において、Ｚ世代を含

む若年層が新たな主役として存在感を高めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．整備したシェアモビリティポート数 

 遊休地などを活用し、沿線地域へのシェアモビリティポート整備を進めており、136 ポートから 188

ポートへ設置数を拡大しました。株式会社サンオータスとの「三浦市エリアシェアサイクル共同事業

体」を新たに設立するなど、三浦市エリアでもシェアモビリティポートの設置を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 



newcal プロジェクト「４つの共創活動」における目標と 

主な取り組み実績について 

１．MaaS 整備 

地域の「移動」と「住む・働く・楽しむ・学ぶ」を、スマートフォン

などによりワンストップで利用できる MaaS（Mobility as a Service）

に取り組んでいます。 

地域や京急グループのサービスを「ひとつのＷＥＢサービス」として、都内から三浦半島まで、多

様な場所での滞在や移動をパッケージ化し、地域全体であたらしい生活基盤を共創します。 

【地域情報/MaaSサイト newcal】 https://newcal.jp/ 

 

KPI項目 2025 年度実績 主な実績、取り組み事例 
３か年計画目標 

（2026年度末） 

MaaSを通じた予約・ 

決済客数（年間） 

実績:231,473人 
【前年比 121%】 

・サイト全面リニューアル 

・きっぷデジタル化率の伸長 

・対象施設の拡大 

・ドコモ・バイクシェアとの API

連携開始 

300,000人 

MaaS登録会員数 
実績:389,209人 
【前年比 161%】 

600,000人 

 

（1）増加するＺ世代をターゲットにした全面リニューアル（2025年 10 月） 

会員の３分の１を占めるまで増加したＺ世代を中心ターゲットに、

「スマホファースト」な UI/UX へ刷新しました。７エリアに分かれて

いた構成を統合し、推しポイント（レコメンド機能）を新規に導入し

たほか、Weavee 地域ライターによるローカル記事コンテンツを強化

し、より直感的なお出かけ体験へ進化させました。 

 

（2）おトクなきっぷのデジタル化率が 66％に到達 

「みさきまぐろきっぷ」などのおトクなきっぷがデジタルで購入

可能となり、既に三浦半島４券種合計でデジタル化率が 66％に到達

（2025 年度）し、利用データの活用が進んでいます。 

需要データに基づき料金が変動する「ダイナミックプライシング」

や、地域から需要の多い「デジタルスタンプラリー」など、多様な機

能も順次開発、導入しています。 

 

（3）newcal×ドコモ・バイクシェア API 連携 ― 検索から決済までワンストップ化 

ドコモ・バイクシェアの「バイクシェアサービス」を経路検索から予約・利用・決済までを

「newcal」内で一括完結し、鉄道とシェアサイクルを組み合わせた移動がよりシームレスに。通勤・

通学から観光・買い物まで利便性を高めます。連携協定に基づく MaaS 推進の一環として、沿線の回

遊性向上につなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://newcal.jp/


２．シェアモビリティ基盤の整備 

生活圏における駅から先の２次交通や、高齢化が進む地域の足と

しての新モビリティ、乗ること自体が楽しみな観光型モビリティな 

ど、多様なモビリティを整備する活動を「newcal モビリティパッケージ」として、newcal ファミリー

とともに進めています。拠点拡大を通じ、地域における移動の課題を解決し、将来のモビリティ先進地

域となることを目指しています。 

 

KPI項目 2025年度実績 主な実績、取り組み事例 
３か年計画目標 

（2026年度末） 

整備したシェアモビリティ

ポート数（累計） 

実績:188ポート 
【前年比 138%】 

・モビリティポートの拡大 

・三浦市エリアでの拡大 

・地域交通の本格運行 

200ポート 

 

（1）鉄道事業者初「三浦市エリアシェアサイクル共同事業体」の設立（2026 年２月） 

㈱サンオータスと「三浦市エリアシェアサイクル共同事業体」を設立し、三浦市内全域でシェアサ

イクル「HELLO CYCLING」の提供を順次開始しました。鉄道事業者が主体となってシェアモビリティ

の整備・拡充に向けた共同事業体を設立するのは全国初です。 

ＵＲＬ https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260227HP_25219MK.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）住民が運営する「とみおかーと」が５年の実証を経て本格運行を開始（2025 年 12月） 

坂が多く駅やバス停へのアクセスに課題のある横浜市金沢区富

岡エリアの交通課題解決策として、2018年から横浜国立大学およ

び横浜市と産学官連携で実証実験を進めてきた「乗合型移送サー

ビスとみおか―と」を実装しました。 

ＵＲＬ 

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20251110HP_2512

9MK.html 

 

（3）10人乗りグリーンスローモビリティ「関内マーロ」本格運行（2026 年３月） 

京急電鉄が地域モビリティプロデューサーとして 2025 年 10 月

から実証を重ね、「BASEGATE 横浜関内」の開業に合わせ 2026 年３

月に本格始動。日本旅行と協業したガイド付きツアーとして商品

化し、環境にやさしい街なか回遊を実現しました。 

ＵＲＬ 

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260312HP_2523

3MK.html 

 関内マーロ 

とみおか―と 

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260227HP_25219MK.html
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20251110HP_25129MK.html
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20251110HP_25129MK.html
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260312HP_25233MK.html
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260312HP_25233MK.html


３．地域拠点/地域事業整備（場所づくり、事業づくり） 

newcal ファミリーや地域で事業を行いたい方々と、空き家、空き店舗、遊

休地といった地域資産とのビジネスマッチングなどに取り組んでいます。地

域にスモールビジネスをつくる活動を通じた自発的なエリアリノベーション

により、まちに「住む、働く、楽しむ、学ぶ」居場所をつくります。 

KPI項目 2025 年度実績 主な実績、取り組み事例 
３か年計画目標 

（2026年度末） 

地域連携で整備した

拠点や事業数（累計） 

実績:26拠点 
【前年比 130%】 

・地域交流拠点を新規開設 

・ローカル WEBメディア「なぎさのくらし」 

30拠点/事業 

※変更なし 

（1）地域交流拠点の開設と運営を通じたにぎわい創出 

地域に開かれた交流拠点やオープンスペースの整備を通じて、これまで駅前に見られなかったマルシ

ェやイベントなど、自然発生的なにぎわいの創出やまちへの滲み出しが生まれています。地域や拠点ご

とに様々な手法で地域に関わるメンバーと共同運営を行い、コミュニティ拠点の構築を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）地域事業者と連携し「宿泊先としての三浦半島」ブランド確立 

ミウラトラストやクラフトガレージ、浄楽寺などの地域団体と連携し、分散型古民家ホテルやブルワ

リー併設の宿、宿坊といった個性的な滞在拠点を整備しています。 

2025 年度は、神奈川県の「地域まるごとホテル＠三浦半島」事業と「newcal プロジェクト」が連携

し、「デジタル三浦半島まるごときっぷ」と連動した限定特典付き宿泊プランを展開し、まち全体を一

つのホテルに見立てた分散型宿泊を拡大しました。 

ＵＲＬ https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260127HP_25195MK.html 

 

（3）地域商社「なぎさのくらし」始動 

地域情報/MaaSサイト newcal 内で、新たな地域メディア「なぎさのくらし」を 2026 年４月に始動

しました。子育て応援ネットワーク Weavee の地域ライターがまちを取材・発信する「コンテンツ制

作の地産地消」を軸に京急沿線の暮らしの魅力を住民目線で発信するほか、日本テレビ「地元良品

JOURNEY」のコンテンツ資産や、創刊 70周年を迎える京急沿線の広報誌「なぎさ」の読者層も継承し

ていくほか、newcal サイトが持つ経路検索機能などとも連動させ、将来的には「知る・行く・買う」

をつなぐ地域商社化を目指します。 

 ＵＲＬ https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260325HP_25228MK.html 

https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260127HP_25195MK.html
https://www.keikyu.co.jp/company/news/2025/20260325HP_25228MK.html


４．組織化（仲間づくり） 

京急沿線の地域課題に対し、事業者、自治体、教育機関など各団体が

ゆるやかに連携するエリアマネジメント組織「newcal ファミリー」や、

京急沿線で子育て支援活動に取り組む団体をつなぐ子育て応援ネットワ

ーク「Weavee」などの活動を通じ、それぞれの活動をつなげ、まちづく

りに取り組む輪が広がっています。 

 

KPI項目 2025 年度実績 主な実績、取り組み事例 
３か年計画目標 

（2026年度末） 

エリアマネジメント

組織（newcal ファミ

リー）参加団体数 

実績:366団体 

【前年比 98%】 

・地域事業者、おトクなきっぷ加盟店、

自治体、大学が参加 

・Meetupイベントの開催 

・子育て応援ネットワーク「Weavee」に

47団体が参加 

400団体 

 

（1）京急沿線活性化コミュニティ「newcal ファミリー」（366団体） 

地域事業者をはじめ、自治体・サポート企業・教育機関・スター

トアップ・企画乗車券加盟店舗など多様な主体が参画し、ゆるやか

な連携を通じた地域コンテンツの開発により、「住/働/楽/学」がそ

ろう沿線を共創する活動を展開しています。 

【newcal ファミリーMeetup!（2026 年１月）】 

三浦市と連携し、地域資源である北下浦漁港（上宮田地区）を活

用し、収益を生む「海業（うみぎょう）」を実装するかをテーマに、

「漁港に海業の体験施設を作ろう！作戦会議」を開催しました。 

 

（2）沿線各エリアでの地域ワークショップを通じたまちづくり組織化 

沿線エリアごとに異なる地域課題の解決に向け、オープンスペースの設置や活性化事業の検討など

を目的としたワークショップやタウンミーティングを地域とともに実施し、まちづくりの担い手育成

やまちづくり法人化を目指しています。 

 

（3）京急沿線子育て応援ネットワーク Weavee（47団体） 

京急沿線の子育て環境の向上を目指して活動する様々な団体が

繋がることで、新たな地域事業の創出を目指す組織です。（2023年

５月開設） 

2025 年度は、参加団体が 47 団体に拡大したほか、「なぎさのく

らし」での情報発信と地域産品の流通を通じた新たな地域経済の

循環づくりに踏み出しました。 

【Weavee マルシェ】 

2024 年の横浜市役所での初開催を皮切りに、2025 年度は京急百貨店「夏休み SDGs フェア」や

Kawasaki Spark「TRY！盆踊り」との共催で開催。ハンドメイド物販やワークショップを通じて、子

育てクリエイターの活躍と地域団体・行政・商業施設の連携の場を、沿線各地へ広げています。 

【Weavee 地域ライター育成講座】 

「ライター講座」や「カメラ講座＆まち歩き撮影会」を実施し、受講生が実際に Weavee ライター

として newcalサイトなどの地域記事や SNS配信を担っています。2025年度には、その成果を結実さ

せ、住民目線で京急沿線の暮らしを発信するローカル WEBメディア「なぎさのくらし」の開設につな

げました。 

 

交流イベント「Weavee Meetup」 

newcal ファミリーMeetup! 



【ポッドキャスト】 

2023 年度の公開収録で始動し、子育て支援や地域活動に携わる方々をゲストに迎えています。子育

て世代のメンバー自身が企画・出演する音声番組として継続的に配信し、子育て情報の発信と団体同

士のつながりづくりの場として定着しています。 

 

 

京急沿線エリアマネジメント構想「newcal プロジェクト」について 

 

１．開 始 日 2024 年３月 14 日（木）  

２．名 称 京急沿線エリアマネジメント構想「newcal（ニューカル）プロジェクト」 

３．名称の由来 「New」＋「Local」 

   新しいローカル（Local）のあり方を地域の方々と⼀緒になって生み出し、その

地域ならではの新しい魅力を発見（New な発見）し、より多くの人に届けていく構

想です。 

「Local」のあり方が今後も注目される中、京急グループがその「新しい Local」

のあり方を、エリアマネジメントによって見出していく意思も込めています。 

 また、「ニューカル」という響きは、「new culture = カルチャー」を感じさせ、

その地域ならではの新しい文化を地域の方とともに生み出していく想いも込めて

います。 

４．目 的  

京急グループ総合経営計画「沿線価値共創戦略」において重視する、地域との連携を具体化する４

つの共創活動の「組織化」「地域拠点整備」「MaaS 整備」「モビリティ整備」の推進を通じた将来像と

して、デジタル基盤とともに沿線地域が一体となったサービス「EaaS（ENSEN as a Service）」の構

築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
沿線７つのエリアで newcal の共創活動を展開 



「EaaS」（イアース）について 

 

１．名称  

EaaS（イアース） ※“ENSEN as a Service”（エンセン アズ ア サービス）の略称 

 

２．概要 

  newcal プロジェクトの４つの共創活動を複合的に連携させ、特に MaaS レベル３まで一部実現した

MaaS サイト「newcal」をデジタル基盤の中核とすることで、京急グループと地域事業者のあらゆる生活

サービスを統合し、ワンストップで提供するサービスとして位置づけています。 

EaaS を通じ、京急グループは「ローカルプラットフォーマー」として、沿線における「移動」と「住

む・働く・楽しむ・学ぶ」という「暮らし」を統合していくことで、多極型まちづくりにおける新しい

価値を創出します。 

 

３．具体的なサービスイメージ（EaaS により実現するシームレスな沿線体験） 

MaaS サイト「newcal」を通じ、京急グループや地域が提供する多様な移動、生活サービスなどを予

約、決済、デジタルチケットなどを同一ＩＤでワンストップに利用できる環境を構築します。 

このデジタル基盤をさらに活用し、パッケージ（セット販売）、さらにはサブスクリプション（定額

制）モデルとして提供していくことも目指しています。これにより、地域とともに新たな移動や滞在の

需要を共同で創出し、顧客生涯価値（ＬＴＶ）重視型のビジネスモデルへの進化を目指します。 

 

４．お客さま視点での EaaS がもたらす価値 

MaaS サイト一つで、電車、バス、シェアモビリティなど沿線での移動から、コワーキング施設、宿泊

施設、地域体験など滞在サービスまでが一連のパッケージ商品のように利用できるほか、それらがパッ

ケージ型やサブスクリプション型で利用可能となるなど、これまで分断されがちだった様々な事業者に

よる別個のサービスがシームレスにつながり、利便性の高い新しい体験を得ることができます。 

 

５．事業者視点での EaaS がもたらす価値 

デジタル基盤の活用による生産性向上（ＤＸ）、顧客生涯価値（ＬＴＶ）を重視した収益構造への転

換、MaaSを通じて蓄積されるデータの活用によるマーケティング強化といった価値がもたらされます。

これにより、顧客接点の拡大や相互誘客が期待できるなど、沿線経済全体の活性化に貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【イメージ】EaaS の価値創造モデル EaaS が実現するカスタマージャーニー「三浦半島週末スローライフ」 


